
教員業績報告書（業績評価シート）プログラム
2023年度（令和５年度）版

Id: evalsheet.tex,v 1.58 2023/07/13 06:54:31 alex Exp alex

目 次
1. はじめに 2

2. 教員業績報告書プログラム起動までの手順 3

2.1 Java（JRE）のインストール . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 3

2.2 教員業績報告書プログラムの起動 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 4

2.3 入力作業を開始する前に... . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 8

3. 教員業績報告書プログラムの操作方法について 9

3.1 データの提出 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10

3.2 データのローカル保存/読み込み . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 10

3.3 データの印刷 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 11

3.4 データ入力手順 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 12

3.5 カテゴリの選択について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13

3.6 セクションの選択について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13

3.7 アイテムの操作について . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13

3.7.1 アイテムの追加・複製・削除 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 13

3.7.2 アイテムへの入力 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 15

3.7.3 アイテムの移動 . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 18

3.8 PubMedのデータをインポートする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 19

3.9 CiNii Researchのデータをインポートする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 20

3.10 EDB，学内情報システムから該当の情報を一括インポートする . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . . 22

4. 業績入力上の留意点 23

A. EDB，学内情報システムからインポートされる情報について 24

B. アイテムに入力した内容を EDBに登録する 25

教員業績報告書の作成に際しましては，最新のマニュアルを参照して下さい．このマニュアルの最新版は
http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/EvalSheet/evalsheet.pdf

にあります．

1

http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/EvalSheet/evalsheet.pdf


1. はじめに
本解説書では教員業績報告書プログラムの使い方を解説します．
本解説書のプログラム起動手順は主に Windows ＋ Internet Explorer （又は， Edge）をお使いの方に対して記述され

たものです．その他の環境をご使用の方や詳細な解説を望まれる方は，詳細解説版ページ1) をご参照ください．また，
学外のネットワークから実行される場合についても詳細解説版ページ2) を参考にしてください．

論文，学会発表等の著作および受賞について，事前の EDBへの登録が必須となっています． EDBへの論文，学会発表等の著
作および受賞の情報登録を行ってから業績報告書の作成を始めて下さい．
EDBに本人でログインしている場合には，教員業績報告書をオンライン：

[ファイル]メニュー⇒[サーバに保存 (業績を報告)]

で提出できます．代理で作成した場合には，ローカルに保存（拡張子: .utlf）し，電子メールで
gyouseki@db.tokushima-u.ac.jp

に送付してください．

教員業績報告書プログラムは， EdbClient (Java-based client program for EDB)3) の一部として実行されます．した
がって， EdbClient の起動には Java の実行環境である JRE と， Java Web Start が必要となります．
次章では JREと Java Web Startの設定と， EdbClientの起動と業績報告書プログラムの呼出について説明しますが，

JRE および Java Web Start の設定済みの方は EdbClient4) を起動し，操作方法にお進み下さい．

(補足) JNLP(Java Network Launching Protocol) ファイル (EdbCL.jnlp5) )を保存し，ローカルファイルから EdbClient を実行することもできます．

教員業績報告書の作成に当たり，総務部人事課においてまとめられた業績評価項目を元に， IR室におい
て報告書作成プログラムを提供しています．したがって，教員業績報告書の作成に際して不明な点があった
場合の照会先は場合に応じて下記のように異なりますので，御留意下さい．

教員業績報告書作成に関する照会先

プログラムを起動できない
入力・操作ができない ⇒照会先

IR室
（新蔵内線（81）: 7645）
Team code: wyu4v68(※)

業績評価項目の内容や
基準に関する質問や意見 ⇒照会先 総務部人事課

（新蔵内線（81）: 8607）

(※)… 正確に状況を把握するために，お問い合わせの際に PC画面を Microsoft Teamsの画面共有機能を用いて参照
させて頂くことがあります．お問い合わせの際には，Microsoft Teamsの起動準備をしておいて頂けると助かりま
す．（Microsoft Teamsの接続先： wyu4v68）

1)http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/EvalSheet/elaboration.html
2)http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/EvalSheet/elaboration.html#x509
3)http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/EdbClient/doc/index.html
4)https://web.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/edbclient?args=
5)http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/EvalSheet/jnlp/EdbCL.jnlp
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2. 教員業績報告書プログラム起動までの手順
本節では，教員業績報告書プログラム起動までの手順を説明します．

2.1 Java（JRE）のインストール
教員業績報告書プログラムの実行には Javaのバージョン 8 (JRE 1.8)が必要です．他のバージョン（Java 7以前, Java

9以降）では動作しませんのでご注意下さい．
お使いの PCに JRE（Javaプログラムの実行環境）がインストールされていない場合には，下記のいずれかの方法で

JREのインストールを行って下さい．
最もポピュラーな JREは Oracle社から供給されている Java（以下， Oracle Java）ですが， 2019年 4月以降リリー

スされたアップデートに関しては業務利用は有償扱いとなりました．現時点で JREには Oracle Java以外にも数種類あ
り，選択肢としては，

• Oracle Java以外の Java (Adoptium + IcedTea Web)を利用する．（推奨）
• Oracle Javaを最新アップデート（有償）を利用する．（Javaを有償利用する場合に推奨）

などがあります．教員業績報告書プログラムはどちらのリリースでも同じように実行できます．
昨年度に Javaをインストールした PCをお使いの方は，利用環境に変更はありませんので，再度インストールする

必要はありません．

○ Oracle Java以外の Javaを利用する．（推奨）

• Oracle Java以外の Javaを使うには，無償で利用可能な Java (Adoptium + IcedTea Web)を利用する6) を御覧下
さい．

– macOS では新しい M シリーズの CPU をお使いの場合にも，インテル CPU(x68) 用をインストールして下
さい．

Operating System Architecture Package Type Version インストーラ
Windows x64 JDK 8 -LTS → OpenJDK8U-jdk x64 windows ?????.msi

macOS x64 JDK 8 -LTS → OpenJDK8U-jdk x64 mac ?????.pkg

（異なるバージョンをインストールした場合には，競合しますので必ずアンインストールして下さい．）

○ Oracle Javaを最新アップデート（有償）を利用する．

• 通常の Oracle Javaのインストールを行って下さい．（Oracle Javaのダウンロードページ7) ）

インストールがうまくいかない， Java プログラムの起動ができないなどの問題が生じた方は，まず JWS トラブル
シューティング8) やトラブルシューティング9) のページをご参照ください．トラブルシューティングページを参考にし
ても解決できなかった場合には， IR室（新蔵内線（81）: 7645）まで御連絡下さい．

6)http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/doc/troubleshooting/jws.html#use-openjdk
7)https://www.java.com/ja/download/
8)http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/doc/troubleshooting/jws.html
9)http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/EvalSheet/trouble/index.html
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2.2 教員業績報告書プログラムの起動
本節では Adoptium + IcedTea Webでの起動方法を説明します．

セキュリティの観点から，教員業績報告書プログラムの起動， EDBへの接続は学内ネットワークに制限されています．学外よ
り利用される場合には，情報センターの VPN接続サービス10) を利用して学内ネットワークに接続後に作業を始めて下さい．

1. Web ページ，もしくは保存された JNLP ファイルをダウンロード（ファイルに保存）し EdbClient を起動します．
EDB11) のトップページ， EDB における個人や組織等の情報のページ（例： 徳島大学12) ）等の Web ページに表
示されている [→ EdbClient] のボタンをクリックすることにより EdbClient を起動することができます．また，こ
ちら → EdbClient13) からも EdbClient を起動することができます．（対象を一旦ファイルに保存し，その後実行
して下さい）
JNLPを実行するためのプログラム（Java WebStart）は

• （Windowsの場合） C:/Program Files/IcedTeaWeb/WebStart/bin/javaws.exe

• （macOSの場合） JWS-for-MacOSX.app

です．
各情報のページ

(注) 「→ EdbClient」のクリック後， Java Web Start および Java が EDB サーバとの通信を開始しますが，ファイアウォー
ル機能をもつセキュリティソフトを使用していると，通信がブロックされてしまい，上手く起動できないことがありま
す．セキュリティソフトの設定を変更し，通信を可能にする方法として，以下の設定例を参考にしてみて下さい．
→ Norton Internet Security を導入している場合の設定例14)

→ ウイルスバスター を導入している場合の設定例15)

(注) ○ macOS を利用している場合の注意点:

☆ macOS + Safari では自動的に起動しない事があります．その場合には，ダウンロードフォルダにある “EdbCL.jnlp”
ファイルをダブルクリックして手動で起動してください．（ダウンロードフォルダにない場合には， Safariの「環境
設定」で「一般」で「安全なファイルを自動的に実行する」のチェックを外してください．）

☆ macOS の初期設定により開発元の不明なアプリケーションの実行が禁止されている場合があります． “EdbCL.jnlp”
をダブルクリックしても「開発元が不明なので実行しません」というメッセージが表示される場合には，「システム
環境設定」→「セキュリティとプライバシー」→「ダウンロードしたアプリケーションの実行許可」のところを確認
し，「全てのアプリケーションを実行許可」になっているかどうかをご確認下さい．（許可されていない場合には，
許可する状態にしてから，試してみて下さい）

11)http://web.db.tokushima-u.ac.jp/
12)https://web.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/edb browse?EID=10992
13)https://web.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/edbclient?args=
14)http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/EvalSheet/trouble/firewall.html
15)http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/EvalSheet/trouble/firewall2.html
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2. Java WebStart はコード署名された Java プログラム（EdbCL-signed.jar）を実行してよいかどうか (信頼するか否
か)を尋ねて来ますので，肯定的回答（実行する）を選択して下さい．

3. EdbClient起動後，
• あなたご自身を示す EDB の ID (EID) を「貴方の個人情報の EID」，「EDBのパスフレーズ」を入力，

または，
• 情報センターの徳島大学統合認証システム (2012.3～)の ID, パスワード（俗名： cアカウント）を入力

して，「ログイン」ボタンを押します．

(補足) ここで 「X.509 個人証明書による認証を経て接続する16) 」を選択すれば，学外からの接続が可能となります．

ユーザ EID がわからない場合は， EDB にログイン
し，あなたご自身の個人の情報ページに記載されてい
る EID をご確認ください．（この EID があなたの
「ユーザ EID」になります）

(補足) パスワードがわからない場合は，情報センター発行の c アカウントとパスワードで試してみるか， IR 室（新蔵内線（81）: 7645）にパ
スワードの再発行を依頼してください．

16)http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/EvalSheet/elaboration.html#x509
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4. EdbClient の起動に成功後，「評価」のタブを選択すると，教員業績報告書プログラムの起動メニューが表示され
ますので，

• 教員業績報告書を新しく作成する場合 ⇒「編集」：赤の枠
• 編集途中のファイル（拡張子：.utlf）を編集する場合 ⇒ 「編集」：緑の枠
• 他の人の業績報告書を (代理で)作成する場合 ⇒ その方の EIDを入力して「新規作成」：青の枠

をそれぞれ選択し，業績報告書（2022年度データ）の編集をそれぞれ開始してください．

⇒

5. 業績報告書を新しく作成した場合，メッセージダイアログが表示されますので内容をご確認後「了解」を選択して
ください.

6. 各教員が最も関係する「持続可能な開発目標 (SDG)」のアンケートが表示されますので，御自身の研究内容に最も
関連する SDGを選択して下さい．（本調査は業績報告および評価・処遇に関連するものではありません）
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7. 続いて情報のインポートダイアログが表示されますので， EDBや学務情報システムから情報をインポートする方
は「はい」を選択し，情報のインポートを行ってください.

(補足) 通常，対象教員が若手かシニアかは自動判定しますが，下記のダイアログが表示された場合には，メニューにて必要な設定を行って下
さい．

8. 以上で業績報告書プログラムの起動が完了し，入力の準備ができました．
開いた業績報告書ウィンドウ
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2.3 入力作業を開始する前に...

1. 処遇の対象となった業績シートは公表される可能性があります．提出時においては，記載内容に誤りがないか再度
確認をお願いします．
なお，基本的なことですが，同一の業績を複数の項目にて報告することは誤りです．（例えば，一コマで行ってい
る授業を時間割コード毎に複数記載する，一つの業務を組織運営と支援業務の両方で記載する，など）重複した業
績報告は，公平な処遇の機会を損なうことになりかねませんので，十分に注意して下さい．

2. 業績報告書のいくつかのセクションは，若手教員（2022年 5月 1日現在で 40歳未満），シニア教員（2022年 5月
1日現在で 40歳以上）でポイント加算の方法が異なります．
業績報告書ウィンドウのタイトルに示されている「若手教員」「シニア教員」（又は，「???教員」）が正しくな
い場合には，ファイルメニューの「若手教員に設定」で正しいモードに設定して下さい．

3. 「国際言語論文」「非国際言語論文」，「文系」「理系」の考え方を導入しております．
「留意点と用語」メニューに各々の考え方を説明しておりますので，御一読下さい．

4. (2)研究の「② 論文・作品」で参照する SNIPは， EDBの【著作】情報に登録されている [誌名].[ISSN]をもとに，
オンラインで検索しております．
「SNIPの有る国際言語論文」を指定したが SNIPが正しく表示されない場合には， EDBの【著作】.[誌名].[ISSN]

をご確認下さい．【著作】.[誌名].[ISSN]も正しく登録されているが， SNIPが正しく表示されないという場合に
は，重要度は「SNIPの有る国際言語論文」で登録しておき， SNIPが正しく表示されない旨を（【著作】情報の
EIDを添えて） IR室に連絡して下さい．

(補足) 重要度「SNIP の有る国際言語論文」，「SNIP の無い国際言語論文」はどちらを登録しても，ポイントの計数の仕方は同じです．掲載
雑誌に SNIP が有り，「SNIP の無い国際言語論文」で算定したポイント値よりも大きな場合のみ「SNIP の有る国際言語論文」として
ポイントの算出を行います．

5. (2)研究の「⑥ 科学研究費補助金，及びそれに準じるもの」，「⑦ 学内外共同研究，寄附金（助成金は除く），治
験等」の集計値のポイント換算は，各々の項目の合計を計算した後に行われますので，御留意下さい．

6. (6)診療活動の「① 本学における診療活動および医療支援」， 1)基礎評価の「診療活動を行っている教員の重要
度」は病院長決定の項目であるため編集できません．

7. 入力が不十分なためポイント値に反映されていない業績は，最終的な業績報告書からは自動的に削除させて頂くこ
とがあります．
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3. 教員業績報告書プログラムの操作方法について
本節では，教員業績報告書プログラムの基本的な操作方法を説明します．
下図に業績報告書ウィンドウの各部の名称を示しますので，以降の解説の参考にして下さい．
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3.1 データの提出
業績報告書に記入したデータを提出するには，データをサーバに保存して下さい．

• 入力データをサーバに保存 (提出)するには， [ファイル]→ [サーバに保存 (業績を報告)]で保存してください．

(注) 業績報告書プログラムによる入力作業はローカル PC 上で行なわれますので， [サーバに保存] を実行しない限り自動的に報告されるこ
とはありません．折角入力したデータが何らかのトラブルにより保存できなくならないように，まず最初にお試しください．．

サーバに保存を選択

(補足) 保存したデータは， [ファイル] → [サーバのデータを開く] で読み込むことができ，再度編集することができます．
サーバのデータを開く

(補足) 提出期限までなら何度でもデータの提出を行って頂いて構いません．提出毎に以前のデータを上書きしますので，最後に提出されたデータが有
効になります．

(注) 稀なケースとして，長時間編集作業を継続して行っているとサーバとの接続が切断され，折角入力したデータが保存できなくなる症状が報告さ
れています． PC がスリープ状態になってサーバとの通信が維持されなくなったなどのいろいろな原因が考えられますが，とにかくそのよう
な災難に会わないよう，一つのシート（セクション）の入力が完了したら「サーバに保存」ぐらいの頻度で保存して頂くことを推奨します．
サーバのデータは上書きされ，提出データとして利用されるのは最後に保存されたデータとなります．

3.2 データのローカル保存/読み込み
業績報告書データを御自身で保存しておきたい場合には，ローカルディスク上にデータを保存しておくことができます．

• 入力データをローカルに保存するには， [ファイル]→ [ローカルに保存]でファイル名を指定して保存してください．

10



ファイル保存を選択

⇒

データ（UTLF）ファイル保存ダイアログ

(補足) 電子メールで提出する場合には，このファイルを提出してください．

(注) ファイル名は半角英数字を利用した方がトラブルが少なくなります．また，提出のために保存するファイルの拡張子は “.utlf” として下
さい．

• 保存したデータは， [ファイル]→ [ローカルにあるファイルを開く]で読み込むことができます．
ファイルを 開くを選択

⇒

データ（UTLF）ファイルを開くダイアログ

(注) 多くのシステムでは保存ファイルをダブルクリックしても業績報告書プログラムは自動的に起動しません．業績報告書プログラムを起動
後，プログラムから読み込んでください．

(注) データファイルの内容はテキスト形式ですので，テキストエディタで内容を確認することが可能ですが，ある種のアプリケーションは読
み込んだファイルを自動的に修正し，提出ファイルの様式を壊してしまうことがあります．電子メールで提出する場合には，保存した直
後のこのファイルを電子メールに添付して提出して下さい．

• プログラム起動後， EdbClientの「評価」タブの「業績報告書ファイルを開く」のエリア，または業績報告書ウィ
ンドウに保存した UTLFファイルを Drag&Dropして読み込ませることもできます．

「評価タブ」の「業績報告書ファイルを開く」に Drag&Drop
「業績報告書ウィンドウ」に Drag&Drop

3.3 データの印刷
HTMLファイルを作成して保存、画面表示させたり、印刷することでご自身の入力したデータの内容を確認すること

ができます．
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• [ファイル]→ [プリント出力（HTML）]で一時的に保存する HTMLファイル名を指定します．
プリント出力（HTML)を選択

⇒

説明

⇒

保存先を選択

⇒

ファイル名を入力

• 指定されたファイルに出力後，自動的にブラウザが起動しますので，ブラウザの印刷機能を用いて印刷して下さい．

(注) HTMLファイルは提出用には利用できません．保存した HTMLファイルを教員業績報告書に読み込ませることもできません．あくまで
も印刷用です．

3.4 データ入力手順
業績報告書プログラムでは，教員業績の評価項目の大項目

(1) 教育
(2) 研究
(3) 社会貢献
(4) 組織運営
(5) 支援業務
(6) 診療活動

および，自由記述の

(A) 補足

をカテゴリと呼び，大項目毎に設定されている小項目をセクションと呼んでいます．
業績報告書プログラムのデータ入力欄はカテゴリ，セクション毎に入力パネルを用意されており，入力パネルに業績

等データのアイテムを追加する形式でデータ登録を行います．
したがって，データ入力は全般的に，

1. カテゴリの選択
2. セクションの選択
3. アイテムを追加・作成
4. 追加アイテムに対して業績データを記入

という手順になります．
この手順を必要な回数（業績の数）だけ繰り返し実行して頂くことにより，業績の入力が完了します．
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アイテムを追加登録する度に，セクション集計欄（業績報告書ウィンドウ上部）およびカテゴリ集計欄（同左部）に
ポイントの集計値が自動計算されますので適宜ご確認下さい．

(補足) 緑色になっているポイント集計欄は現在選択されているカテゴリ，セクションを示しています．

(注) ポイント集計欄が黄色になっている箇所は，アイテムの登録があるものの入力データが不完全な箇所があることを示しています．

3.5 カテゴリの選択について
業績報告書のカテゴリの選択には下記の方法が用意されています．

カテゴリメニューで選択する
カテゴリタブをクリックする カテゴリ集計値をクリックする

3.6 セクションの選択について
業績報告書のカテゴリ内のセクションの選択には下記の方法が用意されています．

(補足) [セクション] メニューはカテゴリを変更する毎に内容が変化します．
セクションメニューで選択する セクションタブをクリックして選択する

セクション集計値をクリックして選択する

3.7 アイテムの操作について
カテゴリ，セクションを選ぶと対応するセクション内のデータのリストがウィンドウに表示されます．
業績データを登録するには，空欄のアイテムまたは新しく空のアイテムを追加して，そのアイテムに対して入力を行っ

て下さい．

3.7.1 アイテムの追加・複製・削除

• 新規にアイテムを追加したいときには， [アイテム]メニューから [新規アイテムを追加]を選んでください．アイテ
ムリストの最後に空のアイテムが追加されます．
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アイテムメニューから新規アイテムを追加する

• アイテムの複製を作成するには，そのアイテム内で右クリックでポップアップメニューを表示し，その中から [複
製]を選んでください．複製されたアイテムは複製元のアイテムの次に挿入されます．

ポップアップメニューを表示して複製する

• アイテムを削除するには，そのアイテム内で右クリックでポップアップメニューを表示し，その中から [削除]を選
んでください．

ポップアップメニューを表示して削除する

(注) ポップアップメニューが表示されない場合（右クリックが出来ない場合など）はアイテムの中の各入力項目を空欄にしておいて下さい．
はじめから数値がはいっている項目は空欄にしなくても構いません．数値を入力している場合は結果のところの数値が空欄になっている
か確認して下さい．

• アイテムを全て削除したいときには， [アイテム]メニューから [全てのアイテムを削除]を選んでください．
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アイテムメニューから [全てのアイテムを削除]で全て消去する．

(補足) 消去されるのは現在選択されているセクション内のアイテムだけです．

3.7.2 アイテムへの入力

• 背景が黄色になっている部分はデータの入力が足りない箇所を表しています．
入力項目が全て満たされていないアイテム (背景が黄色)

• 数値を入力すべき箇所には，半角文字を入力してください．
数値入力の例

• 全てのアイテムについて，入力欄が満たされると自動的に新しいアイテムを最後に作成します．
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入力欄を全て満たすと新しいアイテムを作成される

(補足) 全くデータが記述されていない空のアイテムがあってもデータの保存や提出には問題はありません．ただし，一部だけデータが足りない
ものがあると正しく集計値に反映されません．

• アイテムのテキスト入力欄へのテキストの登録方法には，
– テキストを直接入力する方法．
– EDBに登録されている情報を参照する方法
が用意されています．
(注) ただし，論文，学会発表等の著作，受賞については EDB に登録されている情報を参照する方法しか提供されていません．

テキスト入力されたときの状態 EDBの登録情報を選択しているときの例

(注) ただし， EDB に対応するテーブルがない場合には，テキスト入力のみとなります．

(補足) 業績集計表を作成するときの作業効率の観点では， EDB の登録情報を参照している方が好ましい状態ですので，可能な限り EDB の登
録情報を参照していただければ幸いです．

(補足) EDB の登録情報を参照している場合には， EDB の対応する登録情報が有効であることが必要です．多くの場合，消去する必要はない
と思われますが， EDB で登録情報を消去する場合にはご注意下さい．

• EDBの情報を参照している状態からテキスト入力の状態に戻すには， [操作]メニューで [テキストで入力]を選ん
でください．
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テキスト入力モードに変更する

• EDBから情報を参照するには， [操作]→ [EDBの【○○】から選択]で開くウィンドウ中からその情報を探し，
Drag&Dropの機能を用いてアイテムに情報をコピーしてください．

[操作]→ [EDBの【○○】から選択]

⇒

開いた新しいウィンドウ

(補足) 参照選択は， EDB の指定されたテーブルに登録されている情報しか対象になりません． (例えば， (1)-1 の講義・演習・実験等では
EDB に登録されている【担当授業】からの選択となり，【講義概要】からの選択とはなりません．)

– Drag&Dropの機能を用いてアイテムに情報をコピーする．

Drag&Dropで登録情報をアイテムにドロップ

⇒

Drag&Dropで登録情報をアイテムにドロップの結果

(補足) Drag&Drop は複数の情報をセレクトした場合でも有効です．
– Drag&Dorpをアイテムの境界 (灰色の線が現れるところ)に対して行うと，その位置に新しいアイテムを作成
します．
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Drag&Dropで登録情報をアイテム境界にドロップ

⇒

Drag&Dropで登録情報をアイテム境界にドロップの結果

3.7.3 アイテムの移動

既に作成したアイテムの順序を変更することができます．

• そのアイテム内でポップアップメニューを表示し，移動させる方法を選ぶ．
ポップアップメニューを表示して移動方法を選択

• そのアイテムを Drag&Dropで目的の場所に運んでください． (目的地はアイテムの境界を指定してください． (灰
色の線が現れるところ))
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移動開始して境界にドロップ

⇒

移動後

(補足) 業績報告書データの集計に関して，アイテムの順番は全く関係なく行われます．アイテムの移動は単に記載データを見易くするだけの目的です．

3.8 PubMedのデータをインポートする
PubMedに登録されているご自身の業績情報を取得して， EDBに登録する事ができます．

1. 操作メニューより [PubMedからデータをインポート]を選択する．

PubMedからデータをインポート

2. 【PubMedからデータをインポート】というダイアログが表示されるので，テキストボックスへ PMIDを直接入
力，または [PubMed Home]をクリックして PubMedのページよりデータを検索し， PMIDを Drag&Dropして [了
解]ボタンをクリックする．

PMIDを入力し [了解]ボタンをクリック
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3. EDBの情報登録エディタが起動するので編集を行う．

データを編集する

(注) PubMed から EDB における必須項目を全て得られません．著作の [種別] 等の必須項目の選択，および学内教員について参照登録にす
る等の修正を必ず行って下さい．

4. 編集が完了したらエディタを終了させると， EDBへ情報が登録された後，シートプログラムへ反映される．

エディタの終了

(補足) より詳しい説明は評価情報分析センター NewsLetter No.117) に記載しておりますので，そちらも適宜ご参照下さい．

3.9 CiNii Researchのデータをインポートする
CiNiiに登録されているご自身の業績情報を取得して， EDBに登録する事ができます．

1. 操作メニューより [CiNii Research (CRID)からデータをインポート]を選択する．

CiNii Research (CRID)からデータをインポート

17)http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/DAV/organization/148095/NewsLetter/No.1/NewsLetter01.pdf
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2. 【CiNii Research (CRID)からデータをインポート】というダイアログが表示されるので，テキストボックスへ CRID

(CiNii Research ID)を直接入力，または [CiNii Home]をクリックして CiNii Researchのページよりデータを検索し，
CRID (CiNii Research ID)を Drag&Dropして [了解]ボタンをクリックする．

CRID (CiNii Research ID)を入力し [了解]ボタンをクリック

3. EDBの情報登録エディタが起動するので編集を行う．

データを編集する

(注) CiNii から EDB における必須項目を全て得られません．著作の [種別] 等の必須項目の選択，および学内教員について参照登録にする等
の修正を必ず行って下さい．

4. 編集が完了したらエディタを終了させると， EDBへ情報が登録された後，シートプログラムへ反映される．

エディタの終了

(補足) より詳しい説明は評価情報分析センター NewsLetter No.118) に記載しておりますので，そちらも適宜ご参照下さい．

18)http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/DAV/organization/148095/NewsLetter/No.1/NewsLetter01.pdf
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3.10 EDB，学内情報システムから該当の情報を一括インポートする
EDBの登録情報のうち該当しそうなものを抽出して，一括インポートすることができます．

1. カテゴリ，セクション，アイテムメニューのいずれかの情報をインポートを選択します．

(補足) メニューによりインポートする情報の範囲が違います．
[カテゴリ] → (全カテゴリについて情報をインポート)
[セクション] → (全セクションについて情報をインポート)
[アイテム] → (現在のセクションについて情報をインポート)

アイテムメニューから [情報をインポート]を選択

2. 注意書き，どの情報をインポートするかを問うダイアログが表示されますので回答して下さい．

注意書き インポート情報の選択

3. しばらくすると，下記のようなメッセージが表示され，インポートが終了します．

情報がインポートされた場合
インポートされる情報が無い場合

(注) 対象情報の抽出条件は広めに設定されていますので，必ずインポート後のアイテムのリストを確認し，業績評価の対象とならないものは消去し
て下さい．
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4. 業績入力上の留意点
入力に際しては，総務部人事課19) のWeb頁にある「徳島大学教員業績評価・処遇制度の導入について」（冊子）の

各項目ごとの「青書き」を必ずご参照ください．

(注) （「青書き」は項目ごとに，入力の対象となる事項，ならない事項などの注意書きを示したものです．）

業績評価項目の内容や基準に関する質問や意見についての照会先は総務部人事課 （新蔵内線（81）: 8607）です．

19)http://gakunai.tokushima-u.ac.jp/univ-only/jimukyoku/soumubu/jinjika/
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A. EDB，学内情報システムからインポートされる情報について
「教員業績報告書プログラム」では，学内の情報システムに対応するデータがある場合には，教員業績報告書にデータを取り込め

るように工夫していますが，情報システムのデータは必ずしも教員業績報告書用に作成されている訳ではないため，正確に該当する
ものだけを抽出することは困難です．したがって，情報抽出は広い条件で行い，教員の方々に不要な情報を削除してもらうという方
針で情報をインポートしています．
お手数ですが該当しない情報については操作メニューかポップアップメニューで削除してくださるようお願いします．
下記に，各アイテム毎の情報のインポート方針および特に注意が必要なものについては注意点を述べます．
(1) 教育

① 講義・演習・実験等 (授業)

∗ 学務情報システムから情報をインポートした場合 — 科目開講情報に担当教員として登録されている科目を抽出．
(注) 『○○輪講』などの担当教員として登録されていないものはリストアップされませんので，追加してください．

∗ EDB から情報をインポートした場合 — 【担当授業】に 2022 年度として登録されている情報
(注) 『○○輪講』など EDB に登録されていないものは追加してください．

② 研究指導等
∗ 学務情報システムから情報をインポートした場合 — 指導教員として登録されている学生で 2022年度在籍を抽出．研究題目又は論
文題目が登録されている場合には，学生の研究テーマとして利用．
(注) 本年度指導している学生も含まれるので削除してください．

∗ EDB から情報をインポートした場合 — 【学位論文】情報において指導教員として登録され， 2022 年度に学位を取得した学生の
情報を抽出
(注) 卒業，修了年度でないため学位を取得しなかった学生は追加してください．

③ 教科書等作成 — 【著作】 (カテゴリ=教育) 情報から 2022 年度に出版された「著書」を抽出．
(注) 教科書でないものは削除してください．

④ 教育賞等の受賞 — 【賞】 (カテゴリ=教育) 情報から 2022 年度に受賞したものを抽出．
⑤ 教育助成金等 — (情報のインポートなし)

⑨ 課外活動指導 — 【サークル助言】情報から 2022 年度分を抽出．
(2) 研究

① 受賞 — 【賞】情報から 2022 年度に受賞したものを抽出．
② 論文・作品 — 【著作】情報から 2022 年（1 月～12 月）に発表されたものを抽出
③ 学会発表等 — 【著作】情報から 2022 年度に発表されたものを抽出
④ 著書等 — 【著作】情報から 2022 年度に出版された「著書」を抽出

(注) 教科書で指定したものは削除してください．
⑤ 特許・職務発明 — 【特許・実用新案】情報を抽出
⑥ 科学研究費補助金，及びそれに準じるもの — 【研究活動】または【共同研究】情報から 2022 年度に該当するものを抽出
⑦ 学内外共同研究，寄附金（助成金は除く），治験等 — 【研究活動】または【共同研究】情報から 2022 年度に該当するものを抽出
⑧ 学内研究プロジェクト（研究費なし）への参加 — 【研究活動】または【共同研究】情報から 2022 年度に該当するものを抽出

(3) 社会貢献
① 受賞 (国際交流や社会貢献に関する賞) — 【賞】 (カテゴリ=社会貢献) 情報から 2022 年度に受賞したものを抽出．
② 学会活動等 — 【学会活動】情報から 2022 年度の役歴があるものを抽出．
③ 国，徳島県等の地域活動にかかわる委員等 — 【社会活動】情報から 2022 年度の役歴があるものを抽出．
④ マスメディア — 【報道】情報から 2022 年度のものを抽出．
⑤ 一般市民向けの講演等 — 【講師派遣】 (カテゴリ=社会貢献) 情報から 2022 年度分を抽出．
⑥ 学外講習，公開講座，出張講義等 — 【講師派遣】 (カテゴリ=社会貢献) 情報から 2022 年度分を抽出．
⑦ 技術支援・産業支援・地域支援 — 【学外支援】または【相談】情報から 2022 年度のものを抽出．
⑧ その他 — (情報のインポートなし)

(4) 組織運営
組織運営の項目のうち，
① 管理職手当の支給されていないセンター長等
④ 委員会等の委員長及び副委員長
⑤ 委員会等の委員

は，人事課及び各部局等から収集した委員会名簿を元に記入されます．
(注) 期間は一律に 2022 年 4 月～2023 年 3 月としていますが，年度途中で交替があった場合には訂正をお願いします．
② クラス担任，就職指導担当，インターンシップ担当
③ 学生相談担当，学生支援メンター

は【役歴】情報から 2022 年度分を抽出しています．

⑥ 入試業務 — (情報のインポートなし)

⑦ 認定取得 — (情報のインポートなし)
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⑧ 管理運営上必要な有資格者等 — (情報のインポートなし)

⑨ 同窓会の設立・担当 — (情報のインポートなし)

(5) 支援業務

① 各部局，センター等における支援業務 — (情報のインポートなし)

② 職能開発プログラム企画・実施等
∗ 職能開発 (FD) の情報を利用した場合 — 各部局等で行われた FD 講習会等の企画・実施者の情報を利用します．

(注) 本項目で報告する内容に適さないものは削除してください．
∗ EDB から情報をインポートした場合 — 【集会】 (カテゴリ=社会貢献) 情報から 2022 年度分を抽出．

③ 研修会・討論会への参加等 — 各部局等で行われた FD 講習会等の参加者の情報を利用します．
(注) 本項目で報告する内容に適さないものは削除してください．

④ 国際交流協定等 — (情報のインポートなし)

⑤ 日本人学生の留学斡旋 — (情報のインポートなし)

⑥ 講演会，講習会，サマースクール等 — 【集会】 (カテゴリ=社会貢献) 情報から 2022 年度分を抽出．
(6) 診療活動

① 本学における診療活動および医療支援 — (情報のインポートなし)

② 臨床心理相談室における心理相談 — (情報のインポートなし)

③ 卒後臨床研修指導 — (情報のインポートなし)

B. アイテムに入力した内容をEDBに登録する
EdbClientに組み込まれた情報登録エディタ (図 1参照)を利用して，アイテムに入力した文字列を利用しながら情報登

録作業を行なうことができます．

1. 操作メニューから [EDBの【○○】に登録]に登録を選択すると，エディタが起動します．

[操作]から [EDBの【○○】に登録]を選択

⇒

起動したエディタ

2. 候補エリアに現れている文字列を，必要なら分割し，各入力欄に移動する．

候補エリアの文字列を分割する

⇒

分割した文字列を入力欄や文字列：□に移動
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caption... 編集内容の見出しを表示するエリアです．
base... 情報のベース属性を表示・修正するエリアです．
Content... 登録する情報のの内容を記入するエリアです．
候補... 情報を記述する際に候補となる文字列を一時的に記載しているエリアです．
類似情報... 編集途上の情報に対して EDBに既登録の情報の中で類似の情報があればそれらを表示するエリアです．

図 1: エディタの各部の名称

3. 参照形式で登録する項目は，文字列を検索欄に移動後，参照選択してください．
黄色の!マークの参照欄を右クリックでマッチした情報を選択
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4. 未記入の他の入力欄を埋める．
参照欄を右クリックし，該当する項目を選択する．

⇒

入力欄をクリックし，そこに入力を行う．

5. エディタを終了する．
エディタの終了

⇒

登録ダイアログが表示される．

6. 編集の終了したエディタ (情報ブラウザ)の EIDを業績報告書に Drag&Dropする．
情報の EIDを業績報告書に Drag&Drop

(補足) 上記以外のエディタの詳細な利用方法については EdbClient20) を御覧下さい．

20)http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/dist/EDB/Java/EdbClient/doc/
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